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市

　委員のみなさんが手にしているのは、農業委員会だより１
号、10号、20号〜 90号までの各記念号になります。50年
間で農業を取り巻く情勢は大きく変化しました。紙面の変化
を感じると同時に、変わることがない農家の精神と、農業委
員会の役割を「1号」からは読み取ることができました。読
者の皆様に必要とされる情報を今後もお届けできるよう、情
報研修委員一同努めてまいります。

（寿地区農業委員　河西　穂高）

農業委員会便り50年間の歩み 《主な内容》

●農業委員会だより第 100 号発
行によせて

●農業施策に関する意見書
●がんばっています
●売りたい・貸したい農地情報
●レインボーまつもと 25
●法人探訪
●農業委員会研修会
●よもやまばなし

検　索松本市農業委員会 で



令和７年 12月 松本市農業委員会だより 第 100 号（2）

　
季
節
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
、
実
り
の
秋
を
迎

え
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
平
素
よ
り
本
市
農

業
行
政
、
と
り
わ
け
農
業

委
員
会
活
動
に
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
「
松
本
市
農

業
委
員
会
だ
よ
り
」
が
記

念
す
べ
き
第
１
０
０
号
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
も
、
ひ
と
え
に
地
域

の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
今
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
担
い
手
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
、
気

候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害

の
増
加
な
ど
、
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
困
難

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た

ち
農
業
委
員
会
は
、
地
域

農
業
の
未
来
を
見
据
え
、

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

に
向
け
て
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

松
本
市
の
豊
か
な
自
然

と
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き

た
農
地
を
守
り
、
次
世
代

へ
確
実
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命

で
す
。
優
良
農
地
の
確
保

と
有
効
利
用
の
促
進
、
新

規
就
農
者
の
支
援
、
農
地

利
用
の
最
適
化
な
ど
、
農

業
者
の
皆
様
と
共
に
歩
み

な
が
ら
、
松
本
の
農
業
の

発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
も
「
松
本
市
農

業
委
員
会
だ
よ
り
」
を
通

じ
て
、
農
業
施
策
や
地
域

の
取
り
組
み
な
ど
、
皆
様

に
役
立
つ
情
報
を
積
極
的

に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

  

松
本
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
１
０
０
号

の
発
刊
に
あ
た
り
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ

げ
ま
す
。
記
念
す
べ
き
節
目
の
号
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
委
員
会

の
皆
様
の
多
大
な
ご
尽
力
と
、
松
本
市
農
業

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
歴
史
に
、
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
国
内

外
の
様
々
な
要
因
に
よ
り
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど

の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
地
球

温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
は
、
全
国
各
地
で

農
作
物
の
生
育
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
収
量
や

品
質
の
不
安
定
化
を
招
い
て
い
ま
す
。
松
本

に
お
い
て
も
、
少
な
か
ら
ず
そ
の
影
響
を
感
じ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
燃
油
や
肥

料
、
飼
料
な
ど
の
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
が
、

農
業
経
営
を
強
く
圧
迫
し
、
生
産
者
の
皆
様

の
苦
労
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
高

齢
化
の
進
展
や
後
継
者
不
足
は
、
松
本
市
も

例
外
で
な
い
全
国
的
な
課
題
で
、
担
い
手
の

育
成・確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

　
一方
で
、
明
る
い
兆
し
も
見
え
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
皆
様
の
食
へ
の
関
心
が
年
々
高
ま

り
、
安
全
・
安
心
な
地
元
の
農
産
物
に
対
す

る
需
要
は
堅
調
で
す
。
環
境
に
配
慮
し
た
持

続
可
能
な
農
業
へ
の
意
識
も
高
ま
り
、
新
た

な
技
術
導
入
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
可
能
性
が

広
が
って
い
ま
す
。

　

松
本
市
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
と
機
会
を
認

識
し
、
持
続
可
能
な
農
業
の
振
興
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
担
い
手
確
保
に
向
け

て
、
新
規
就
農
支
援
や
経
営
安
定
化
へ
の
支

援
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
促
進
を
図

る
と
と
も
に
、
松
本
市
農
業
の
課
題
解
決
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
活
か
す
農
ま
つ
も
と
」
を

設
置
し
、
多
様
化
す
る
農
業
の
課
題
に
利
害

関
係
者
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
農
業
は
、
私
た
ち
の
食
を
支
え
る
基
幹
産

業
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
美
し
い
景
観
を
守

り
、
地
域
の
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
育

む
、
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
市
街

地
近
郊
か
ら
中
山
間
地
域
ま
で
、
各
地
域
の

特
性
に
応
じ
て
営
ま
れ
る
農
業
の
持
続
的
な

発
展
が
、
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
と
幸
せ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
に
つ
な
が
る
も
の
と
捉

え
、
地
域
の
代
表
が
集
ま
る
松
本
市
農
業
委

員
会
の
農
業
振
興
の
取
組
み
に
大
き
な
期
待

を
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
は
、
農
業
委
員
会
の

活
動
を
市
民
に
伝
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
１
０
０
号
の
発

刊
を
機
に
、
必
要
な
情
報
を
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
伝
え
る
、
時
代
に
即
し
た
情
報
発
信

手
段
と
し
て
シ
ン
カ
し
続
け
る
こ
と
を
祈
念

し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
し
ま
す
。

農業委員会だより 第100号発行農業委員会だより 第100号発行によせてによせて

　
　
農
業
委
員
会
長

　
　
　
　
　
　
　
田
中 

悦
郎

　
　
松
本
市
長 

　
　
　
　
　
臥
雲 

義
尚



松本市農業委員会だより 令和７年 12月（3）第 100 号

地域における「子どもの農業とのかかわり」の確保について
• 次世代の農業の担い手育成のため、単発的な農業体験だけでなく、継続的かつ経営的視点を学べる

農業体験の場が必要です。本市農業委員会が視察した「横浜ジュニアビレッジ 根っこ塾」では、作
付けから収穫、販売までの一連の流れを体験できる取組みが実施されています。

• このような取組みを本市でも実現するため、「横浜ジュニアビレッジ 根っこ塾」の事例を学ぶ機会
を設け、理解の促進を図るとともに、本市における取組みの実現に向けて検討をしていただきたい
と考えます。農業への関心や理解を広げるため、現在開催を見合わせている農林業まつりについて
も、機運が高まった際には目的や形式の見直しを含め、実行委員会での協議・検討をいただきたい
と考えます。

中山間地域における獣害対策の充実について
• 中山間地域では、シカやサルなど有害鳥獣による農作物被害が深刻化しています。最近ではクマの

目撃も増えており住民生活への不安も高まっています。本市ではさまざまな制度で対策を進めてい
ますが、農業者の高齢化や人手不足により防護柵の維持管理が困難になっています。また、未設置
箇所や道路・河川からの侵入など構造的限界があり、獣害は農業被害だけでなく住民生活や安全に
も影響を及ぼしています。

• 獣害対策として、防護柵の維持管理支援や設置位置の見直し、地域住民全体の理解の促進と地域の
実情に応じた対策、関係機関と連携した広域的な対策の検討を要望します。さらに長期的対策とし
て、研究機関と連携した繁殖抑制技術の研究やジビエ処理施設整備の検討を進めるとともに、捕獲
手続き負担の軽減の働きかけや有害鳥獣対策職員の増員など体制強化を求めます。

「令和７年度 松本市農業施策に関する意見書」の要旨

　松本市農業施策に関する意見書を、10 月 3 日に臥雲市長へ提出し、11 月 7 日に開催された懇談会
で意見交換を行いました。
　農業委員会の活動目的である農地利用の最適化を目指すために２つのテーマを持って意見書を提出
しました。

松本市農業施策に関する意見書を提出しました松本市農業施策に関する意見書を提出しました



令和 7年 12月 松本市農業委員会だより 第 100 号（4）

神
林
地
区

                    
　
百
瀬
　
高
志    

                             

　

私
は
、
大
学
卒
業
後
一
八
年
間
教
員

を
し
て
い
ま
し
た
。
友
人
の
紹
介
で
、

師
匠
で
あ
る
パ
プ
リ
カ
農
家
さ
ん
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
、
農
業
の
魅
力
を
知
り

ま
し
た
。

　

神
林
で
国
内
に
約
二
割
し
か
な
い
国

産
パ
プ
リ
カ
と
、
パ
プ
リ
カ
の
仲
間
の

パ
レ
ル
モ
を
中
心
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
両
親
が
農
家
を
し
て
い
た
わ

け
で
も
な
く
、
自
分
が
農
業
を
す
る
こ

と
は
全
く
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
そ
ん
な
私
が
、
パ
プ
リ
カ
と
出
会
い

二
年
間
の
里
親
研
修
を
経
て
新
規
就
農

し
、
現
在
五
シ
ー
ズ
ン
目
で
す
。

　

パ
プ
リ
カ
は
、
生
産
者
が
非
常
に
少

な
く
、
情
報
も
あ
ま
り
な
い
の
で
地
区

の
先
輩
方
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、

県
外
の
生
産
者
の
方
と
も
ご
縁
を
い
た

だ
き
、
情
報
交
換
を
し
た
り
し
な
が
ら

日
々
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。
自
然
が

相
手
の
仕
事
な
の
で
、
昨
年
と
全
く
同

じ
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
毎
年
起
き
て
し

ま
い
ま
す
。
落
ち
込
む
と
き
も
あ
り
ま

す
が
、
正
解
が
確
定
し
て
い
な
い
事
柄

に
対
し
て
、
実
験
を
し
な
が
ら
研
究
を

し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
楽
し
い
で
す
。

　

私
は
、
塩
尻
市
の
出
身
で
現
在
も
塩

尻
市
か
ら
通
っ
て
農
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

神
林
地
区
に
は
縁
も
ゆ
か
り
も
無
い

私
に
、
素
晴
ら
し
い
農
地
を
貸
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
地
主
さ
ん
。
そ
し
て
、
周

辺
の
方
に
も
大
変
良
く
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
自
分
で
建
て
る
な

ん
て
発
想
す
ら
な
か
っ
た
私
に
、
解
体

の
仕
方
か
ら
建
て
方
ま
で
一
か
ら
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
先
輩
。
青
年
部
を
中
心
に

仲
良
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
農
家
仲
間
。

教
え
子
や
昔
の
同
僚
も
一
緒
に
ハ
ウ
ス
を

建
て
て
く
れ
ま
し
た
。
農
協
の
み
な
さ

ん
や
、
市
や
県
の
農
政
課
の
方
に
も
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
農

業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
は
、
北
海
道
か
ら

鹿
児
島
ま
で
多
く
の
仲
間
と
出
会
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

農
業
を
す
る
な
ん
て
全
く
考
え
て
い

な
か
っ
た
私
で
す
が
、
多
く
の
仲
間
に

支
え
て
い
た
だ
い
て
、
助
け
て
い
た
だ
い

て
農
業
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
自
分
の
農
業
経
営
で
目

い
っ
ぱ
い
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
方
や
地
域
に
恩
返

し
で
き
る
よ
う
に
、
楽
し
み
な
が
ら
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

がんばっています

農業委員会だよりの配布方法が変わります。
　年２回（7月・12月）発行している農業委員会だよりの配布方法が、令和８年度か
ら町会の隣組回覧（年 2回）となります。
　広く市民のみなさまへ、農地に関する情報や農業委員の活動をお知らせいたします。
なお、松本市公式ホームページでも農業委員会だよりを見ることができます。ご活用く
ださい。
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地区 番号 大字 地番 地目 面積（㎡） 売りたい 貸したい
旧市 1 神田１丁目 577-1 畑 959 〇 〇

島内

2 島内 1666-792 田 535 〇
3 島内 3126-イ 田 439 〇
4 島内 3128 田 770 〇
5 島内 3129-1 田 1,358 〇
6 島内 3129-ハ 田 456 〇
7 島内 3129-ロ 田 476 〇
8 島内 3216 田 399 〇
9 島内 3218-イ 田 1,114 〇
10 島内 3218-ロ 畑 59 〇
11 島内 3219-2 田 611 〇
12 島内 7279-1 田 1,001 〇
13 島内 8002 田 545 〇
14 島内 8033-5 田 67 〇
15 島内 8033-6 田 436 〇
16 島内 8034-1 田 1,351 〇
17 島内 8036-5 田 550 〇

中山

18 中山 2020 田 286 〇 〇
19 中山 2755-イ 畑 839 〇 〇
20 中山 3915 畑 274 〇
21 中山 5689-イ 畑 386 〇 〇
22 中山 5996-1 畑 247 〇 〇
23 中山 6160-1 田 356 〇 〇
24 中山 6882 畑 614 〇 〇
25 中山 6915-1 畑 414 〇 〇
26 中山 6916-1 畑 474 〇 〇
27 中山 7066 畑 376 〇 〇
28 中山 7098-1 畑 506 〇 〇

島立
29 島立 3531-8 畑 1.84 〇
30 島立 3899-1 田 718 〇
31 島立 5165 田 605 〇

新村 32 新村 1786-7 田 2.35 〇
33 新村 1809-2 田 420 〇

和田
34 和田 87 田 3,016 〇
35 和田 530 田 1,664 〇
36 和田 1981 田 1,918 〇

神林

37 神林 2528-1 田 1,382 〇
38 神林 2529-1 田 1,218 〇
39 神林 4099-1 畑 456 〇
40 神林 4099-2 田 181 〇
41 神林 4099-イ 田 512 〇
42 神林 4384-2 田 35 〇

笹賀

43 笹賀 2474 畑 482 〇 〇
44 笹賀 2572 畑 413 〇 〇
45 笹賀 4264 畑 8.79 〇
46 笹賀 4397-1 田 3.87 〇
47 笹賀 4399 畑 30 〇
48 笹賀 4540-3 田 137 〇
49 笹賀 4561 畑 46 〇
50 笹賀 3838 畑 1,352 〇

芳川 51 村井町南３丁目 1125-1 畑 152 〇
52 村井町南３丁目 1126-2 畑 267 〇

寿

53 寿北５丁目 1107-2 原野 511 〇 〇
54 寿北５丁目 1108-2 畑 643 〇 〇
55 寿北５丁目 1114-2 原野 162 〇 〇
56 寿北５丁目 1117-4 畑 900 〇 〇
57 寿北５丁目 1117-5 畑 923 〇 〇
58 寿北５丁目 1117-6 畑 787 〇 〇
59 寿北５丁目 1117-7 畑 1,072 〇 〇

地区 番号 大字 地番 地目 面積（㎡） 売りたい 貸したい

寿

60 寿北５丁目 1117-8 畑 1,385 〇 〇
61 寿北５丁目 1487-1 畑 817 〇 〇
62 寿小赤 397 畑 4,248 〇 〇
63 寿小赤 492-1 畑 733 〇 〇
64 寿小赤 493 畑 484 〇 〇
65 寿小赤 1072-4 畑 1,147 〇 〇
66 寿小赤 1096 畑 610 〇 〇
67 寿小赤 1097 畑 653 〇 〇
68 寿小赤 1716-1 畑 1,014 〇 〇
69 寿小赤 1863 畑 631 〇 〇
70 寿小赤 2456 畑 471 〇

岡田

71 岡田伊深 577 畑 697 〇 〇
72 岡田下岡田 824 畑 1,239 〇
73 岡田下岡田 832 畑 1,514 〇
74 岡田下岡田 837 畑 1,338 〇
75 岡田下岡田 1009-1 畑 677 〇 〇
76 岡田下岡田 1057 畑 614 〇
77 岡田町 44 田 205 〇
78 岡田町 322-1 畑 267 〇 〇

入山辺

79 入山辺 337-4 畑 228 〇 〇
80 入山辺 2604 畑 760 〇 〇
81 入山辺 2614 畑 304 〇
82 入山辺 2624-1 畑 158 〇 〇
83 入山辺 2624-3 畑 153 〇 〇
84 入山辺 2625-1 畑 120 〇 〇
85 入山辺 2625-3 畑 49 〇 〇
86 入山辺 3194-2 田 307 〇
87 入山辺 4544-1 田 825 〇
88 入山辺 4677-1 畑 408 〇
89 入山辺 4679-1 畑 298 〇

里山辺

90 里山辺 3518 田 274 〇
91 里山辺 3723-1 田 436 〇
92 里山辺 4631-1 田 500 〇
93 里山辺 4631-3 田 136 〇
94 里山辺 5143-1 畑 670 〇
95 里山辺 5144-1 田 294 〇
96 里山辺 17253-4 田 396 〇

今井

97 今井 115 田 423 〇 〇
98 今井 116 田 995 〇 〇
99 今井 132 田 621 〇 〇
100 今井 145-2 原野 320 〇 〇
101 今井 145-3 原野 287 〇 〇
102 今井 145-イ 田 730 〇 〇
103 今井 145-ト 山林 525 〇 〇
104 今井 145-二 山林 261 〇 〇
105 今井 145-ヘ 山林 525 〇 〇
106 今井 145-ホ 山林 525 〇 〇
107 今井 145-ロ-1 山林 152 〇 〇
108 今井 145-ロ-2 畑 155 〇 〇
109 今井 207 田 628 〇 〇
110 今井 218 田 294 〇 〇
111 今井 309-2 畑 198 〇 〇
112 今井 1009-1 田 1,853 〇
113 今井 1011 田 1,104 〇
114 今井 1015 田 1,084 〇
115 今井 1022-1 畑 1,331 〇
116 今井 1125-2 畑 708 〇 〇
117 今井 1125-3 畑 330 〇 〇
118 今井 1313-2 畑 786 〇

売りたい・貸したい農地

売りたい
貸したい
農地情報

　農業委員会では、農地の利用促進と遊休農地の解消を図るため、賃借や売買
の希望がある農地の情報を公表しています。お気軽にお問合せください。
　なお、ここで紹介する情報は農地としての活用目的に限定されています。
最新情報は、松本市ホームページでご確認ください。

【令和７年 10 月 16 日現在】　
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地区 番号 大 字 地番 地目 面積（㎡） 売りたい 貸したい

今井

119 今井 1314-2 畑 512 〇
120 今井 1315-1 畑 363 〇
121 今井 1520 田 218 〇 〇
122 今井 2304 畑 1,305 〇
123 今井 2308 畑 188 〇
124 今井 2979 田 1,548 〇
125 今井 3761-1 畑 2,930 〇 〇
126 今井 3762 畑 2,926 〇 〇
127 今井 3763 畑 3,073 〇 〇
128 今井 3764 畑 3,266 〇 〇
129 今井 5476-3 田 1,069 〇
130 今井 5562-1 田 232 〇
131 今井 5562-2 雑種地 769 〇
132 今井 5563-1 雑種地 778 〇
133 今井 5563-2 田 187 〇
134 今井 6512 畑 2,152 〇
135 今井 6524 畑 3,244 〇
136 今井 17676-1 畑 268 〇 〇

内田

137 内田 217-1 畑 392 〇
138 内田 516 畑 915 〇
139 内田 780-1 畑 1,129 〇 〇
140 内田 870-1 畑 571 〇 〇
141 内田 880-1 畑 755 〇
142 内田 880-2 畑 61 〇
143 内田 882- ロ 畑 66 〇 〇
144 内田 883-1 畑 979 〇

本郷

145 浅間温泉３丁目 520-1 畑 89 〇 〇
146 稲倉 134-1 田 1,260 〇
147 稲倉 134-2 田 730 〇
148 稲倉 238 田 763 〇 〇
149 洞 723-1 畑 618 〇 〇
150 三才山 453 田 1,111 〇

四賀

151 会田 15 田 1,095 〇 〇
152 会田 19 田 596 〇 〇
153 会田 131-1 畑 408 〇 〇
154 会田 138-1 畑 130 〇 〇
155 会田 2106-1 田 577 〇
156 会田 2153 田 136 〇 〇
157 会田 2154 田 312 〇 〇
158 会田 2155 田 271 〇 〇
159 板場 621-3 畑 836 〇
160 板場 770 畑 95 〇 〇
161 板場 970 畑 357 〇 〇
162 板場 1389-70 畑 524 〇 〇
163 板場 1389-123 畑 998 〇 〇
164 刈谷原町 638-2 田 164 〇 〇
165 五常 6352 田 577 〇
166 反町 716 畑 1,490 〇
167 反町 733-1 畑 183 〇
168 反町 734 畑 565 〇
169 反町 790-3 田 2,138 〇 〇
170 反町 957-1 田 1,660 〇
171 反町 957-2 田 1,598 〇
172 反町 978-1 田 2,069 〇
173 反町 978-3 田 23 〇
174 取出 782-5 畑 237 〇
175 取出 784-1 畑 420 〇
176 中川 245-1 田 1,349 〇
177 中川 245-2 田 708 〇

地区 番号 大 字 地番 地目 面積（㎡） 売りたい 貸したい

四賀

178 中川 997-1 田 772 〇
179 中川 1047-1 畑 445 〇
180 中川 1578- イ 畑 109 〇
181 中川 1582-3 畑 505 〇
182 中川 2103-1 畑 750 〇
183 中川 2103-4 畑 661 〇
184 中川 4832-1 田 58 〇 〇
185 中川 4833-1 田 367 〇 〇
186 中川 8001 田 397 〇
187 中川 8004 田 799 〇
188 中川 8920-1 田 3,184 〇 〇
189 七嵐 28-13 田 437 〇 〇
190 七嵐 30-9 田 573 〇 〇
191 保福寺町 479-2 田 277 〇

梓川

192 梓川梓 2405 田 668 〇 〇
193 梓川梓 2406 畑 287 〇 〇
194 梓川梓 4719-2 畑 433 〇
195 梓川梓 4761-5 畑 3,143 〇 〇
196 梓川梓 6425-1 畑 690 〇
197 梓川上野 301-2 畑 835 〇
198 梓川倭 219 田 547 〇
199 梓川倭 1073 田 4,009 〇

安曇
200 安曇 821-1 畑 1,011 〇
201 安曇 982-1 畑 234 〇

奈川
202 奈川 1114-1 田 681 〇
203 奈川 1796-1 田 399 〇 〇
204 奈川 3490-1 畑 1,092 〇 〇

波田

205 波田 1894 畑 507 〇
206 波田 1311-1 畑 33 〇
207 波田 1342-1 田 378 〇
208 波田 2047 田 549 〇
209 波田 2744-1 田 3,371 〇
210 波田 4699-1 田 652 〇 〇
211 波田 4753-1 畑 535 〇
212 波田 4761-1 畑 199 〇
213 波田 5994-1 田 874 〇
214 波田 5995-2 田 396 〇
215 波田 5996-4 田 35 〇
216 波田 6124-3 田 492 〇
217 波田 6128-1 田 640 〇
218 波田 6208-A1 畑 1,426 〇
219 波田 6225 畑 1,113 〇 〇
220 波田 6236-1-A1 畑 1,870 〇
221 波田 6236-2 畑 106 〇
222 波田 6236-3 畑 465 〇
223 波田 6622-2 田 1,424 〇 〇
224 波田 7170 田 2,891 〇
225 波田 7243 田 1,156 〇
226 波田 8203-3 畑 610 〇
227 波田 8856 畑 1,589 〇
228 波田 9331-1 畑 442 〇 〇
229 波田 9622-1 畑 1,689 〇
230 波田 9627-1 畑 1,471 〇
231 波田 9628 畑 1,100 〇
232 波田 9742-3 畑 271 〇
233 波田 9742-4 畑 265 〇 〇
234 波田 9742-9 畑 449 〇
235 波田 10299-5 畑 134 〇

売りたい貸したい農地情報
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「
地
区
活
動
に
つ
い
て
」

　
私
た
ち
島
内
地
区
農
村
女
性

協
議
会
で
は
、
地
区
で
花
壇
作

り
、
よ
せ
植
え
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
、
料
理
、
手
芸
等
を
計

画
立
て
実
行
で
き
る
よ
う
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
で
は
仲

間
が
作
っ
て
い
る
花
、
家
に
あ

る
花
等
を
持
ち
寄
り
、
身
近
に

あ
る
も
の
で
作
り
ま
す
。
昨
年

の
手
芸
で
は
手
ぬ
ぐ
い
で
簡
単

な
か
ぶ
り
も
の
を
手
作
り
し
ま

し
た
。

　
料
理
教
室
で
は
パ
ッ
ク
ク
ッ

キ
ン
グ
を
仲
間
か
ら
教
わ
り
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
使
用
し
、
湯
せ
ん

で
料
理
を
し
ま
し
た
。
災
害
時

だ
け
で
は
な
く
毎
日
の
食
事
作

り
に
使
用
で
き
る
簡
単
な
方
法

で
す
。
卵
料
理
、
パ
ス
タ
、
煮

魚
等
何
個
か
や
っ
て
み
ま
し
た

が
、
手
軽
に
で
き
る
調
理
法
で

す
。
今
後
も
生
活
に
役
立
つ
知

識
等
を
皆
で
学
び
あ
い
な
が
ら

楽
し
く
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

島
内
地
区
農
村
女
性
協
議
会

会
長
　
丸
山
　
眞
喜
子

地区 大字 地番 地目 面積（㎡） 地区 大字 地番 地目 面積（㎡） 地区 大字 地番 地目 面積（㎡） 地区 大字 地番 地目 面積（㎡） 地区 大字 地番 地目 面積（㎡）

島内

島内 1533 田 5,001 

和田

和田 1464 田 1,366 

寿

寿小赤 507 田 1,522 

今井

今井 2932 田 887 

梓川

梓川梓 4054-1 畑
(りんごの木あり) 492 

島内 1980 田 836 和田 8134-1 畑 3,034 寿小赤 592 田 2,848 今井 3819 畑 2,886 梓川梓 4055-1 畑
(りんごの木あり) 1,631 

島内 2476 田 1,173 和田 8180 田 1,540 寿小赤 1109 畑 1,198 今井 4971 畑 2,799 梓川梓 4055-2 畑
(りんごの木あり) 697 

島内 6372 田 856 和田 8045 田 4,310 寿豊丘 328-1 田 1,655 今井 5249 畑 859 梓川梓 4055-3 畑
(りんごの木あり) 728 

島内 6373 田 876 

神林

神林 151-2 田 2,990 寿豊丘 328-2 田 1,606 今井 5494-1 田 991 梓川梓 4874-1 畑 2,200 
島内 7051 田 2,245 神林 1495-2 田 1,590 寿豊丘 358 田 1,516 今井 7372-1 畑 1,579 梓川梓 4874-2 畑 792 

中山

中山 4350 田 1,417 神林 2679-1 田 2,470 寿豊丘 363-1 田 1,813 
内田

内田 305 畑 1,031 梓川梓 5491-1 畑 676 
中山 4352 田 1,116 神林 5512 田 991 寿豊丘 961-2 畑 542 内田 313 田 1,819 梓川梓 5491-2 畑 434 
中山 4366 田 1,279 神林 5999-1 田 516 寿豊丘 965-2 畑 495 内田 1138 田 1,811 梓川上野 1969-4 畑 1,691 
中山 4988 畑 771 

笹賀

笹賀 581-2 田 3,073 

岡田

岡田町 53-1 田 805 

本郷

浅間温泉３丁目 519-1 畑 1,361 梓川上野 2290 畑 1,389 
中山 6000 田 1,117 笹賀 600 田 2,235 岡田町 53-2 田 177 浅間温泉３丁目 520- イ 畑 102 

波田

波田 1306 田 3,185 

島立

島立 106 田 2,451 笹賀 4539-1 田 1,105 岡田町 53-3 田 750 三才山 18 田 456 波田 1307 田 3,267 
島立 2210 田 1,276 笹賀 4541-1 田 418 岡田町 55-1 田 1,012 三才山 21 田 589 波田 1310 田 3,411 
島立 3185 田 3,820 笹賀 4543 田 1,028 岡田町 55-2 田 17 三才山 22 田 890 波田 6124-2 田 536 
島立 4389 田 3,597 

芳川

小屋北２丁目 162 田 2,596 
入山辺

入山辺 2273-1 畑 895 
四賀

板場 88-1 田 1,365 波田 6868-2 田 875 
島立 4897-1 田 714 野溝東２丁目 901-1 田 4,936 入山辺 2279-1 畑 1,138 板場 99-1 田 1,438 波田 7641-1 田 2,991 
島立 5050 田 1,729 野溝東２丁目 901-2 田 49 

里山辺

里山辺 1022-1 田 1,228 

梓川

梓川梓 292 田 3,009 波田 7642-1 田 2,782 

新村

新村 1811-1 田 339 平田西２丁目 26 畑 1,044 里山辺 1022-2 田 1,034 梓川梓 1823 田 2,859 波田 7805 田 2,969 
新村 1812-5 田 64 

寿

寿北４丁目 287-1 田 1,109 里山辺 1851 田 2,592 梓川梓 1838 田 3,064 波田 7837 田 3,035 
新村 1814 田 882 寿北４丁目 287-2 田 183 里山辺 1901 田 1,639 梓川梓 1895-1 田 3,597 波田 7990-1 田 1,010 
新村 2436-3 田 496 寿北４丁目 287-3 田 503 里山辺 3585 田 1,547 梓川梓 1896-1 田 3,603 波田 7990-2 田 2,000 
新村 3142-2 田 2,033 寿北４丁目 288-1 田 1,194 

今井

今井 1162-1 畑 694 梓川梓 1898-1 田 1,553 波田 8158-4 畑 346 
新村 3169 田 3,015 寿北４丁目 288-2 田 183 今井 1162-3 畑 148 梓川梓 2272 田 3,021 波田 8858-1 畑 1,458 

和田
和田 13-1 田 3,396 寿北４丁目 288-3 田 418 今井 1163-1 畑 1,163 梓川梓 2273 田 2,124 波田 9656-1 畑 769 
和田 14 田 3,287 寿小赤 100 畑 3,120 今井 1164-2 畑 571 梓川梓 4052-1 畑

(りんごの木あり) 750 
和田 124 田 547 寿小赤 152-A 田 1,902 今井 1164-3 畑 234 梓川梓 4053 畑

(りんごの木あり) 3,344 

▶
活
動
の
様
子

　（
寄
せ
植
え
、
手
芸
等
）

レインボーまつもと25

まつもと農村女性協議会は、全体・ブロックごと・地区ごとで様々な活動をしています。
今号では、島内地区農村女性協議会の活動内容をご紹介します。

（まつもと農村女性協議会）

現在利用権設定がある農地のうち、利用権終了後に売りたい意向のある農地
（利用権の終期等、詳細については、農業委員会事務局へ直接お問合せください。）
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松
本
市
西
部
に
位
置
す
る
波
田
地
域
。

す
い
か
の
産
地
と
し
て
も
有
名
な
こ
の
場

所
で
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
る
㈱
む
ぎ
わ

ら
ぼ
う
し
の
代
表
取
締
役
・
大
月
征
典
さ

ん
に
お
話
し
を
伺
っ
た
。

　
平
成
19
年
に
そ
れ
ま
で
の
農
業
経
営
を

法
人
化
し
、
現
在
は
役
員
、
正
社
員
、
季

節
雇
用
の
従
業
員
を
含
め
た
17
名
の
体
制

で
地
域
の
農
業
を
け
ん
引
し
て
い
る
。

　
約
８
ha
の
農
地
で
は
、
す
い
か
、
白
ネ

ギ
、
り
ん
ご
、
促
成
い
ち
ご
の
栽
培
が
行

わ
れ
、
年
間
を
通
じ
た
雇
用
の
創
出
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
自
社
で
生
産
し
た
農
産
物
を
、
消
費
者

に
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
最
高
の
品
質
で
届
け
た
い
と
い
う
想
い

を
経
営
理
念
に
掲
げ
、
そ
の
た
め
の
努
力

を
惜
し
ま
な
い
の
だ
と
い
う
。

　

考
え
の
基
本
に
あ
る
の
は
「
土
づ
く

り
」。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て「
信

州
の
環
境
に
や
さ
し
い
農
産
物
認
証
」
を

取
得
し
て
お
り
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料

を
実
現
す
る
た
め
に
、
収
穫
が
終
わ
っ
た

畑
に
は
堆
肥
を
入
れ
、
バ
イ
オ
酵
素*

を

散
布
、
そ
の
後
に
緑
肥
と
な
る
エ
ン
麦
を

蒔
い
て
、
そ
れ
を
漉
き
込
む
と
い
っ
た
手

間
の
か
か
る
地
道
な
作
業
が
行
わ
れ
て
お

り
、
品
質
の
良
い
商
品
を
生
産
す
る
強
み

と
な
っ
て
い
る
。

　
役
員
と
し
て
経
営
に
参
画
し
て
い
る
長

男
に
事
業
を
継
承
す
る
た
め
の
準
備
も
進

め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
農
業
を
将
来
に

渡
っ
て
守
っ
て
い
く
こ
と
が
農
業
法
人
の

大
き
な
使
命
で
あ
る
と
、
力
強
く
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。

＊
植
物
の
葉
か
ら
抽
出
し
た
酵
素
原
液
を

基
に
特
別
な
技
術
で
生
成
さ
れ
た
天
然

素
材
１
０
０
％
の
製
品

取
材
：
梓
川
地
区
農
業
委
員

倉
科　
孝
明

株
式
会
社
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し

代
表
取
締
役　
大
月
　
征
典 

さ
ん 
法 

人 

探 

訪

▲大月　征典さん　りんご園を背景に収穫間近の白ネギ畑にて
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梓
川
地
区
で
移
動
農
業
委
員
会
が

　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
通
常
、
定
例
総
会
は
松
本
市
役
所
に
て

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
８
月
の
総
会
は

市
役
所
を
離
れ
て
別
の
場
所
で
行
わ
れ
ま

す
。
今
年
は
８
月
28
日
、
梓
川
保
健
セ
ン

タ
ー
２
階
の
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
移
動
農
業
委
員
会
の
目
的
は
、
地
域
農

業
の
現
状
を
見
聞
し
、
農
業
委
員
会
の
視

野
を
広
げ
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
充
実
し
た
活
動
を
支
え

る
こ
と
に
あ
り
、
現
地
で
の
視
察
研
修
も

同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
梓
川
地
区

に
お
け
る
「
サ
ル
被
害
対
策
の
現
状
と
課

題
及
び
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
座

学
及
び
現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
獣

害
対
策
に
関
し
て
は
、令
和
７
年
度
の「
松

本
市
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」
の
中

に
も
要
望
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
松
本

市
の
農
業
環
境
に
お
け
る
大
き
な
課
題
の

一
つ
で
す
。

　
午
前
中
は
定
例
総
会
が
行
わ
れ
、
午
後

は
丸
田
町
会
の
樋
口
町
会
長
と
上
野
町
会

在
住
で
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
事
務
局
の

輪
湖
さ
ん
よ
り
、
サ
ル
被
害
の
こ
れ
ま
で

の
経
過
、
農
作
物
の
被
害
状
況
、
及
び
対

策
に
つ
い
て
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

　
丸
田
地
区
で
は
10
年
程
前
か
ら
自
家
用

農
作
物
へ
の
被
害
が
増
加
し
、
３
年
前
か

ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、玉
ネ
ギ
、ト
マ
ト
、キ
ュ

ウ
リ
な
ど
が
ほ
ぼ
収
穫
不
能
で
、
最
近
は

人
へ
の
威
嚇
や
屋
根
裏
侵
入
な
ど
の
被
害

も
発
生
し
、
出
荷
用
の
ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ

に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
地
元
で
は
、

令
和
５
年
か
ら
サ
ル
に
よ
る
農
作
物
被
害

の
実
態
調
査
や
獣
害
被
害
対
策
に
関
す
る

学
習
会
等
を
開
催
、
令
和
７
年
に
は
丸
田

地
区
鳥
獣
害
対
策
協
議
会
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
松
本
市
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
電
気
柵
を
５
軒
に
設
置
し
、
電
気

柵
の
管
理
、
樹
木
伐
採
や
除
草
に
よ
る
緩

衝
帯
を
確
保
す
る
と
共
に
、
猟
友
会
と
も

連
携
し
て
囲
い
罠
、
箱
罠
、
く
く
り
罠
な

ど
に
よ
り
捕
獲
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
か
ら
捕
獲
し
た
雌
ザ
ル
の
首

に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
装
着
し
、
サ
ル
の
群
れ
の
位

置
を
ス
マ
ホ
で
把
握
す
る
「
ア
ニ
マ
ル

マ
ッ
プ
」
を
使
っ
て
追
い
払
い
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
説
明
を
受
け
た
後
、
バ
ス
等
で
現
場
に

移
動
、
丸
田
町
会
の
電
気
柵
を
視
察
し
現

地
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
続
い
て
上
野
町

会
の
真
光
寺
へ
移
動
、
リ
ン
ゴ
畑
の
被
害

状
況
や
設
置
さ
れ
た
箱
罠
を
視
察
、
ア
ニ

マ
ル
マ
ッ
プ
の
現
場
説
明
を
受
け
、
最
後

に
サ
ル
脅
し
花
火
・
Ｂ
Ｂ
弾
の
実
演
を
見

学
し
ま
し
た
。
ア
ニ
マ
ル
マ
ッ
プ
を
活
用

し
た
追
い
払
い
に
つ
い
て
一
定
の
効
果
も

出
て
い
る
そ
う
で
す
。
視
察
中
に
サ
ル
の

姿
は
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
現
場
近
く
の
リ
ン
ゴ
「
つ
が
る
」
の

畑
が
全
滅
し
た
な
ど
の
被
害
状
況
や
、
野

生
サ
ル
相
手
の
現
地
農
家
の
苦
労
を
目
の

当
た
り
に
し
、
松
本
市
を
始
め
と
す
る
行

政
か
ら
の
更
な
る
援
助
の
必
要
性
を
痛
感

致
し
ま
し
た
。

旧
市
地
区
農
業
委
員

百
瀬
　
泰
紀

輪湖さんからの現地説明の様子

サル脅し花火の実演
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島
立
地
区

　   

農
業
委
員

　
　
濵
　
　
博

米
を
作
り
作
り
続
け
て
…

　
私
が
就
農
し
た
の
は
昭
和
40
年
代

で
す
。
我
が
家
の
機
械
は
耕
運
機
と

一
条
植
え
田
植
機
、
刈
り
取
り
は
手

刈
、
固
定
脱
穀
機
と
籾
摺
り
機
で
し

た
。
人
力
で
多
く
の
作
業
を
し
て
い

た
時
代
で
も
機
械
投
資
は
多
い
ほ
う

だ
と
思
い
ま
す
。

　
機
械
も
の
は
更
新
す
る
こ
と
が
つ

い
て
き
ま
す
の
で
少
し
ず
つ
大
き
い

物
や
新
し
い
作
業
機
の
導
入
と
お
決

ま
り
の
コ
ー
ス
を
進
み
ま
し
た
。
こ

の
中
で
機
械
作
業
の
受
託
で
機
械
を

効
率
よ
く
活
用
し
償
却
し
な
が
ら
稲

作
を
メ
イ
ン
作
物
で
経
営
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
頃
は
圃
場
整
備
前
の
水
田

で
、
水
見
に
田
を
回
る
と
毎
日
誰
か

に
お
会
い
し
て
、
世
間
話
や
作
柄
の

話
な
ど
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
今
の
圃
場
で
は
人
に
会
う
こ
と

の
ほ
う
が
珍
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
…

　
圃
場
整
備
が
進
み
地
区
全
体
が
工

事
終
了
後
は
、
徐
々
に
貸
し
借
り
が

進
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
何
が
お

か
し
か
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
大
き
い
農
家
で
も
貸
し
て
し
ま

う
事
が
あ
り
貸
付
面
積
の
割
合
が
増

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
も
う
、
昔
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
が
流
れ
る
水
田
風
景
に

は
戻
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
作
業

に
追
わ
れ
す
ぎ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が

寂
し
い
気
が
し
ま
す
。
効
率
を
求
め

る
ハ
イ
テ
ク
機
械
も
必
要
か
と
は
思

い
ま
す
が
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
ど
の

程
度
ま
で
手
が
打
て
る
か
が
考
え
ど

こ
ろ
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
米
は
作
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す

が
方
向
性

が
見
え
な

い
の
で
悩

み
な
が
ら

の
米
作
り

に
な
り
そ

う
で
す
。

　
米
農
家

の
独
り
言

は
以
上
で

ご
ざ
る
。

よ
も
や
ま
ば
な
し

長野県農業開発公社では、農地の貸借・売買を通じて農地の有効活用を図っています。長野県農業開発公社では、農地の貸借・売買を通じて農地の有効活用を図っています。
対象となる農地は農業振興地域内の農地になります。対象となる農地は農業振興地域内の農地になります。

　《 貸し借りで活かす！ 》
◆農地の貸し借りを通じて担い手への農地集積と集約化を推

進し、農地の有効利用や農業経営の効率化を図る事業です。
◆農地の出し手と受け手を営利を目的としない公的機関「農

地中間管理機構」が仲介するので、安心して農地の貸し借
りができます。

　《 売買で活かす！ 》
◆農地を売りたい・買いたいあなたを公社が

支援します。
◆公社を活用した売買は、税制の特例が受け

られる、農地売買に関する手続きを支援し
てもらえる等のメリットがあります。

住所　松本市島立 1020（松本合同庁舎 5階）
電話　47-7800（内線 2852）長野県農業開発公社松本事業所まずは

ご相談ください！

長野県農業開発公社から
お知らせです！ お持ちの農地を活用してみませんか？

　
今
回
の
広
報
誌
は
、
１
０
０
号

を
記
念
し
た
紙
面
と
し
ま
し
た
。

　
昭
和
48
年
７
月
の
創
刊
号
以
来
、

先
輩
方
の
ご
努
力
に
よ
り
今
号
に

至
り
ま
し
た
。

　
創
刊
当
時
は
、
米
の
減
反
政
策

が
始
ま
り
、
日
本
農
業
の
大
き

な
転
換
期
で
し
た
。
皮
肉
に
も

１
０
０
号
を
発
刊
し
た
今
、
日
本

農
業
が
大
き
な
曲
が
り
角
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

　
「
国
の
礎
は
農
業
で
あ
る
」
と

い
う
基
本
理
念
を
念
頭
に
、
松
本

市
の
農
業
の
維
持
・
発
展
す
る
こ

と
を
農
業
委
員
会
の
使
命
と
し
て

今
後
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
山
地
区

農
業
委
員

松
田　
和
久

【
情
報
・
研
修
委
員
】

　
　
　
委
員
長　
河
西　
穂
高

　
　
　
副
委
員
長　
倉
科　
孝
明

　
　
　
委　
　
員　
百
瀬　
泰
紀

〃　
　
小
林　
節
夫

　
　
　
　
〃　
　
松
田　
和
久

　
　
〃　
　
塩
原　
秀
俊

　
　
　
〃　
　
濵　
　
　
博

〃　
　
齋
藤　
勝
幸

　
　
　
　
〃　
　
山
田　
久
子

〃　
　
村
山
さ
え
子


